
宮城燃に於ける海苔養殖の沿革について

小野寺 弘

木j服係に於ける?前布:苔3義主殖は丁広今か
ら百主年lド三前の安i政i比文元主年lド三完宋筑;主t1刊Wイ引仰仙IJ山11汗削iの?栴伝産物

商猪狩狩t新兵?術;i品信;Z情!号I氏が江戸の大3殺1条長で、?抱紅苔

の義殖と製製浩のブ方7法を習f紅刊1与lしい， 筑イ引仰仙J¥山11 l 

?削付i尚母に於てナラを附

建込んで.行つたのがi故!戊立げ干初巧で、あある。営

n寺同じ気仙沼の入居1{/:13金兵術氏と共

同で諮殖の経営に首ったのであるが，

最初の3n自主|三は全くキIJ11書をあげると 猪狩 fi1
'
I'f~j: 

とが出来t'd.かったので，江戸大萩より熟練者8名を招き現地で11¥僚の指導を

受ける念どTA:々 努力の甲斐あって 4年|三lより設分の利主主が見られるに歪つ
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tc.。その後猪狩氏の指導により逐;1;，く

湾内に於ける海苔言説iu業者・もj肢をと増
し，製ll古も増加1したので，航|任旧E日l氏は

f引仰仙|リ山JH主京主長a泊布:苔の4ぞ名TE1稲で
が賢行はあまり好好-ij調r，周7司jで、2訟主かつ7たζ。

ととに興味あるととは後に名前を

浅草海苔と改めて版資 したととろ意

外に賀行よく，明治2年からは東京

の海苦渋j人が直接現地で仕入れるよ

うに怒 り，秋問.1-1-111ヲ・北海道方面か

らもあl~(k 注文あり明治 4 :'1三頃よ り

養殖販~~ とも 1i\9f く地について来た。

本jl孫悔苔養殖の先ft者猪狩tfr兵1i'l'ij氏
は又~t11 1J 1{ì塩聞の |片j型さにも 力を注い

だが，明治10:1'1二60歳で現した。気

1111沼沼lの誌殖業者は猪狩氏の徳注額

して筑仙汗ji'!'i内iJirlllりJIIJ;';fに猪狩ilflll枇を
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建て氏を配っているが，本邦11住ーの海苔の話11'棋で』うろう。雄勝越の海苔養殖

は明治5年同地の山下院蔵氏に始ま り，松島i皆 .ti~石HIJ ・ 女川越に於ては明

治32年よ り42年に至る1MB際水産試験場の試験指導によりその養殖が初めら

れ， 共の後業者と試験研究機闘の努力と精進によ り海苔漁場も瞭大され木J採

は前:苔生産!際として年間約6，000j皆川丸 26，000高闘をffiし，企図屈指の位置

Kある。 ('，.;!;城県系水産試験場朱1111沼分揚)

オ ホパモク て、ウナギを 存Bる

県 木 主主 尚

札帆から!臨釜K移り，松.日l惣をあちとちナlJでtJ;ーさ廻るよ うに友ってから 3

~I'Õ.K. 怒 る。 i鰐内 を舟であち と ち してい る と ， 大き 2主柄を もって大きく休を動

かせウナギカキをやっている人，又竹筒を沈めてウナギ折Iiりをやっている人

にj翠ノセ出遭う。ととろが11立近にたっ

てとのウナギ有Iiりに海誌をf克ってい

るのを遮i得乍ら知った。或いは他所

でもとのようなと とは行っているか

も知れないが，私としては初めてで，

ウ ナ ギ布Iì り に~(Jriii[ を イ克っているとす

っか り姑しく怒 り加介する::7Z第であ

る。

ウナギ捕りに海部の何を使ってい

るかとい うとホンダワラ科・のオホバ

モク (SargassumRinggoldianum 

HARV.)である。 ニi二地の人はシシモ

と云っている。松島避で、は越口， i時

タトに生えているが，とのオホパモク

を採って き て， 目方にして 1~1. 5:買

一九 一 人 一 一‘ 一九一 、

... '" 

位を束ねてその1個所・を料IIで締り，海に下げる。之にウナギが入るのでるる。
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